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私たちは山口市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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秋
穂
支
部
若
手
委
員
会

主
導
で
山
口
市
老
連
の

6
支
部（
山
口
支
部
・
小

郡
支
部
・
秋
穂
支
部
・
阿

知
須
支
部
・
徳
地
支
部
・

阿
東
支
部
）参
加
者
52
名

で
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
日
は
令
和
7
年
11
月
4

日（
火
）、会
場
は
維
新
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
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セ
ミ
ナ
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室
１
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行
い
3
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部
に
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発
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穂
支
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活
性
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組
み
の
そ
の
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い
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し
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。
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部
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域
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取
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設
の
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各
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ラ
ブ
共
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し
て
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ま
す
。
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ほ
え
ま
し
く
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性
の
つ
ど
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設
立
し
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ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、

イ
ベ
ン
ト
を
機
会
に
結
束
力
が
高

ま
り
、い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
意
見
が

多
く
出
る
よ
う
に
な
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
な
っ
た
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
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表
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は
、「
高
齢
者
で
で
き
る

地
域
貢
献
す
る
」「
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れ
る
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や

れ
る
と
き
に
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れ
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や
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し
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員
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康
は

自
分
で
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と
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話
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れ
て
い
ま
す
。
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と
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齢
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に
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人
の
感
覚
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な
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、入

会
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敬
遠
す
る
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が
多
い
。
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て
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域
づ
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り
協
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と
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要
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た
。
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後
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規
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員
獲
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新
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単
位
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
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動
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る
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ベ
ン
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参

加
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も
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ベ
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ト
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等
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が
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ベ
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阿知須支部発表阿知須支部発表

山口市老連会長あいさつ山口市老連会長あいさつ

徳地支部徳地支部
発表発表

山口支部山口支部
発表発表

秋穂支部発表秋穂支部発表
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令和 7年度　受彰者名簿令和 7年度　受彰者名簿 （敬称略）（敬称略）

◆山口市老人クラブ連合会会長表彰◆山口市老人クラブ連合会会長表彰
◆功労者◆功労者
原田　 千代美原田　 千代美
松原　 良次松原　 良次
野田 　寛治野田 　寛治
林 　　正義林 　　正義
廣田 　輝雄廣田 　輝雄
池田 　美佐子池田 　美佐子
升田 　正通升田 　正通
森永 　光夫森永 　光夫

岡屋 　艶子岡屋 　艶子
秦　 　武信秦　 　武信
岡本 　一之岡本 　一之
上田 　忠行上田 　忠行
藤田 　貞雄藤田 　貞雄
永野 　満寿美永野 　満寿美
伊藤 　青波伊藤 　青波
松原 　照夫松原 　照夫

中村 　和夫中村 　和夫
伊藤 　文恵伊藤 　文恵
桑原 　泰典桑原 　泰典
大来 　英明大来 　英明
内山 　　一内山 　　一
山本 　純也山本 　純也
渡邉 　建一渡邉 　建一

◆優良老人クラブ◆優良老人クラブ
柳井田老人クラブ　長生会柳井田老人クラブ　長生会
篠生寿会　  第１クラブ篠生寿会　  第１クラブ

◆協助者◆協助者
山本 　満寿美山本 　満寿美
白崎 　　勝白崎 　　勝
白崎 　映子白崎 　映子
豊田 　忠昭豊田 　忠昭
石田 　蓉子石田 　蓉子
小野 　春美小野 　春美

西坂 　千代子西坂 　千代子
小野 　節子小野 　節子
齋藤 　利夫齋藤 　利夫
伊藤 　慶子伊藤 　慶子
山根 　正介山根 　正介
山根 　幸代山根 　幸代

受彰された皆さん受彰された皆さん
　　　　おめでとうございます　　　　おめでとうございます

◆山口県老人クラブ連合会会長表彰◆山口県老人クラブ連合会会長表彰
◆特別功労◆特別功労
渡辺　通章渡辺　通章
桶島　猛男桶島　猛男
田中　康夫田中　康夫

今
年
度
女
性
委
員
12
名
、社
会

見
学
と
し
て
Y
A
B
山
口
朝
日
放

送
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。ス
タ
ジ
オ

や
放
送
を
監
視
す
る
部
署
等
を
案

内
し
て
も
ら
い
、放
送
の
し
く
み

な
ど
詳
し
く
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。見
学
の
記
念
に
会
員
の

皆
さ
ん
で
「
い
っ
し
ょ
に
J
チ
ャ

ン
や
ま
ぐ
ち
」の
P
R
を
行
い
、当

日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
見
学
の
最
後
に
、中

村
萌
音
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
対
談
・

撮
影
と
楽
し
く
実
り
あ
る
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
研
修
旅
行

女
性
委
員
会
研
修
旅
行

女
性
委
員
会　

委
員
長

�

高
橋　

厚
子

山
口
朝
日
放
送

山
口
朝
日
放
送

Y
A
B

Y
A
Bに

行
っ
て
き
ま
し
た
！

に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

い
つ
も
見
て
い
る
テ
レ
ビ
の
裏
側
を
見
学
！

い
つ
も
見
て
い
る
テ
レ
ビ
の
裏
側
を
見
学
！

◆一般功労◆一般功労
熊丸　捷二熊丸　捷二
田熊　　隆田熊　　隆
案野　隆司案野　隆司
阿部　和雄阿部　和雄

溝部　静政溝部　静政
大窪　寿子大窪　寿子
後藤　健公後藤　健公
岡本　忠良岡本　忠良

武島　和子武島　和子
福嶌　定子福嶌　定子
瀧川　　進瀧川　　進
平野　正喜平野　正喜

森田　光正森田　光正
河村　俊明河村　俊明
長久　　泰長久　　泰
上田　正士上田　正士
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令
和
7
年
10
月
28
日（
火
）、山

口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
富
士
商

ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
１
７
７

名
、年
齢
も
67
歳
か
ら
91
歳
と
幅

広
い
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。交
流
会
と
は
い
え
皆
さ
ん
真

剣
そ
の
も
の
！
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
賞
」が
3
名
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。成

績
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

　

令
和
7
年
9
月
30
日（
火
）ア
イ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
宇
部
で

開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
1
0
9

名
で
、ス
タ
ー
ト
時
間
を
例
年
よ
り

30
分
早
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、会
員
増
強

を
目
的
と
し
て
お
り
、ゴ
ル
フ
が
好

き
な
方
に
声
を
か
け
て
多
く
の
方

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
開
催
し
て
い
ま
す
。開
会
式

で
未
加
入
の
参
加
者
の
方
に
、「
ぜ

ひ
シ
ニ
ア
山
口
で
一
緒
に
活
動
し
ま

第第
1919
回
シ
ニ
ア
山
口
会
長
杯
健
康
ゴ
ル
フ
大
会

回
シ
ニ
ア
山
口
会
長
杯
健
康
ゴ
ル
フ
大
会

第第
2020
回
シ
ニ
ア
山
口
健
康
増
進
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

回
シ
ニ
ア
山
口
健
康
増
進
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

◆
個
人
戦

◆
個
人
戦

順　

位

氏　

名

支
部
名

優　

勝

宗
安　

清
美

徳
地
支
部

準
優
勝

重
政　

芳
巳

山
口
・
大
歳

第
3
位

内
田　

主
税

阿
東
支
部

◆
団
体
戦

◆
団
体
戦

順　

位

支
部
名

優　

勝

山
口
支
部

準
優
勝

徳
地
支
部

第
3
位

阿
東
支
部

「
ゴ
ル
フ
の
縁
」を
広
げ
よ
う
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ゴ
ル
フ
大
会

「
ゴ
ル
フ
の
縁
」を
広
げ
よ
う
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ゴ
ル
フ
大
会

し
ょ
う
。今
日
一
日
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」と
声
を
か
け
ま
し
た
。

　

結
果
は
右
記
の
と
お
り
で
す
。

【赤コート】 【青コート】
優　勝 阿知須支部 古谷　満夫 優勝 阿知須支部 縄田　　豊
準優勝 山口・小鯖 竹重　静江 準優勝 山口・湯田 井上　茂雄
第3位 小郡支部 山下　弘教 第3位 山口・吉敷 齋藤　昭司

【黄コート】 【緑コート】
優　勝 山口・小鯖 柳井　信司 優勝 山口・佐山 知禿 栄三郎
準優勝 山口・佐山 平野　正喜 準優勝 山口・鋳銭司 岩本　好春
第3位 山口・佐山 藤井　　勝 第3位 山口・大殿 金子　友三

【ラッキー賞】 【特別賞】
赤組 山口・平川 高崎　貞子 BG 阿知須支部 古谷　満夫
青組 秋穂支部 原田　孝二 BM 阿東支部 藤井　月登
黄組 小郡支部 水津 美千子 【オール２打賞】
緑組 小郡支部 高井　勝廣 小郡支部 山下　弘教

【ダイヤモンド賞】
山口・湯田 井上　茂雄
山口・小鯖 柳井　信司
阿東支部 中野　幸恵

若
手
委
員
会　

委
員
長　

深
光　

武
夫

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
会　

部
会
長　

石
川　

勝
典
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老
人
の
日
・
老
人
週
間
（
9
月

15
日
～
21
日
）に
合
わ
せ
、奉
仕
作

業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）を
行
い

ま
し
た
。バ
ス
停
の
付
近
や
地
下
道

の
清
掃
、通
学
路
や
花
壇
の
草
取
り
、

草
抜
き
、道
路
、公
園

の
ゴ
ミ
拾
い
等
様
々

で
、総
勢
89
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。小
鯖
地

域
の
至
る
と
こ
ろ
が

き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。10

月
16
日
（
木
）に
萩
往
還
を
歩

く
、ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
目
的

地
・
禅
昌
寺
）を
開
催
し
ま
し
た
。小

鯖
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、ロ
ー
ソ
ン

小
鯖
店
か
ら
出
発
、直
接
現
地
集
合

の
3
通
り
で
集
合
し
ま
し
た
。

全
員
集
合
し
て
禅
昌
寺
参
道
、山

門
を
く
ぐ
り
、本
堂
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。本
堂
で
は
、禅
昌
寺
住
職
よ
り

座
禅
の
作
法
を
学
び
、今
回
の
主
目

的
で
あ
る
座
禅
（
椅

子
座
禅
）を
静
粛
に

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
パ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
、ペ
タ
ン

ク
を
実
施
し
、静
か

ら
動
の
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
ま
し

だよりだより
老 活ク 動

小
鯖
地
区
　
松
永
　
八
郎

小
鯖
地
区
　
松
永
　
八
郎

奉
仕
作
業
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
座
禅
体
験
ま
で

奉
仕
作
業
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
座
禅
体
験
ま
で

シ
ニ
ア
小
鯖
連
合
会
の
充
実
の
秋

シ
ニ
ア
小
鯖
連
合
会
の
充
実
の
秋

山口支部

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。大
会
終
了
後
は
表
彰
式

で
す
。優
勝
、準
優
勝
、敢
闘
賞
、ラ
ッ

キ
ー
賞
等
、参
加
し
た
全
員
を
も
れ

な
く
表
彰
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
（
日
）に
地
域
住
民
が
一

堂
に
会
す
る
場
を
提
供
し
、ふ
る
さ

と
を
愛
し
、と
も
に
ふ
れ
あ
う
機
会

と
し
て
小
鯖
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
種
団
体
・
サ
ー

ク
ル
の
発
表
・
展
示
の
場
を
設
け
る

こ
と
で
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の

拠
点
と
し
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

様
子
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、今
後
の
地
域
活
動
に
1
人

で
も
多
く
の
方
が
、何
ら
か
の
形
で

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

本
会
は
定
期
利
用
団
体
で
あ
る
た

め
、講
堂
で
の
１
年
間
の
活
動
「
あ

ゆ
み
」を
掲
示
し
ま
し
た
。そ
の
他
、

ミ
ニ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
行

い
、沢
山
の
方
々
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、お
祭
り

の
開
催
に
あ
た
り
交
流
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
草
刈
や
、祭
り
前
日
の
会
場
づ

く
り
、祭
り
後
の
あ
と
か
た
づ
け
、開

催
当
日
の
各
ブ
ー
ス
へ
の
応
援
、交

通
整
理
な
ど
。

小
鯖
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
が

盛
会
に
な
る

よ
う
に
、小
鯖

シ
ニ
ア
連
合

会
と
し
て
協

力
し
ま
し
た
。

た
。9

月
21
日
（
日
）、第
12
回
ペ
タ

ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加

チ
ー
ム
は
単
位
シ
ニ
ア
選
抜
の
合

計
6
チ
ー
ム
で
、昨
年
よ
り
2
チ
ー

ム
少
な
い
、少
し
寂
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。6
チ
ー

ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
を
実
施
、敗
者

チ
ー
ム
も
敢
闘
賞

が
取
れ
る
よ
う
に

配
慮
し
た
結
果
、最

後
の
最
後
ま
で
各

コ
ー
ト
で
激
戦
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

10
月
19
日
（
日
）に
第
6
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
小
鯖
小
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。

36
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。会
場
の
準
備
、会

長
の
挨
拶
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
部
長
の
競

技
上
の
注
意
事
項
の

説
明
、記
念
写
真
の

撮
影
後
、競
技
に
移

り
ま
し
た
。当
日
は

天
候
も
良
く
、グ
ラ

ウ
ン
ド
の
状
態
も
申

し
分
な
く
、多
く
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

出
ま
し
た
し
、大
会
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若
手
委
員
　
落
水
　
洋
成

若
手
委
員
　
落
水
　
洋
成

若
手
委
員
会
・
女
性
委
員
会　

合
同
研
修

若
手
委
員
会
・
女
性
委
員
会　

合
同
研
修

岩
国
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

岩
国
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

小郡支部11
月
11
日
、若
手
委
員

と
女
性
委
員
に
よ
る
合

同
町
外
研
修
で
岩
国
市

を
訪
れ
ま
し
た
。天
候
に

も
恵
ま
れ
、 

8
時
半
の
集

合
に
ひ
と
り
の
遅
刻
者

も
な
く
順
調
な
出
発
と

な
り
ま
し
た
。

最
初
に
錦
帯

橋
か
ら
吉
香
公

園
を
経
て
岩
国

城
ま
で
自
由
に

散
策
し
ま
し
た
。

錦
川
で
は
天
然

鮎
が
釣
れ
る
と

の
こ
と
で
、錦
帯

橋
の
下
に
は
釣

り
人
が
い
ま
し

た
。公
園
内
の
岩

国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
は
、頭
に
ハ
ー
ト

型
の
う
ろ
こ
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
シ

ロ
ヘ
ビ
「
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
」が
人
気
で

す
が
、写
真
で
し
か
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。岩
国
に
シ
ロ
ヘ
ビ
が
多

い
理
由
に
つ
い
て
は
今
も
謎
で
す
。

岩
国
城
か
ら
の
絶
景

は
や
は
り
必
見
で

し
ょ
う
。

昼
食
に
は
岩
国

名
物
が
並
び
、こ
ん

に
ゃ
く
の
刺
身
や
岩

国
寿
司
、デ
ザ
ー
ト
の

蓮
饅
頭
な

ど
が
好
評

で
し
た
。岩

国
寿
司
を

お
持
ち
帰

り
す
る
参

加
者
も
お

ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で

防
災
体
験
学
習
を
行
い
、煙
の
中
を

進
む
避
難
訓
練
や
、消
火
訓
練
、 

そ

し
て
震
度
2
か
ら
7
ま
で
の
揺
れ

を
体
験
す
る
設
備
で
災
害
の
怖
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。特
に
震
度
7

の
揺
れ
は
短
時
間
な
が
ら
恐
ろ
し

く
、東
日
本
大
震
災
で
は
こ
れ
が

5
分
以
上
続
い
た
と
聞
き
、災
害
時

の
恐
怖
を
改
め
て
思
い
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
中
で
は
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、笑
い
の
絶

え
な
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
参

加
者
同
士
の
親
睦
が
深
ま

り
、来
年
度
も
こ
う
し
た
交

流
の
場
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
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止
手
続
き
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、

警
察
へ
の
手
続
き

書
類
を
持
参
い
た

だ
き
、交
番
に
提

出
す
れ
ば
完
了
す

る
と
こ
ろ
ま
で
ご

指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

親
睦
・
交
流
活
動

〇
忘
年
会

年
の
瀬
が
押
し
迫
っ
た
12
月
7
日
、27

名
の
参
加
で
山
口
市
鋳
銭
司
の
長
沢

ガ
ー
デ
ン
で
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。豪
華
な
舟
盛
に
舌
つ
づ
み
を
打

ち
、会
食
と
お
酒
を
飲
み
か
わ
し
、ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、お

互
い
の
健
康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。来

年
へ
の
意
欲
を
新
た
に
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
貢
献
・
奉
仕
活
動

〇
毎
月
の
草
刈
等

地
域
内
の
公
園
や
道
路
沿
い
の
美

化
活
動
と
し
て
、月
１
回
で
す
が
草

刈
り
を
実
施
し
て
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た

ゴ
ミ
集
積
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を

植
え
、水
や
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
い
団
体
競
技
に

15
名
が
参
加
し
他

の
地
区
の
方
と
も

交
流
を
広
め
ま
し

た
。

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

健
康
増
進
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
会
員
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、毎

週
公
園
内
で
練
習
し
て
お
り
、年
１
回

は
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度

は
10
月
19
日
に
大
会
を
開
催
し
、日

頃
練
習
に
は
参
加
さ
れ
な
い
方
に
も

声
掛
け
を
し
て
、

20
名
の
参
加
で

大
変
盛
り
上
が

る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
終
了
後
は
、懇

親
の
場
を
設
け

こ
ち
ら
も
大
い

に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

〇
い
き
い
き
百
歳
体
操

民
生
委
員
さ
ん
と
と
も
に
毎
週
木

曜
日
に
百
歳
体
操
・
脳
ト
レ
な
ど
を

実
施
、15
名
ほ
ど
が
元
気
に
参
加
さ

れ
て
お
り
ボ
ケ
防
止
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

学
習
・
安
全
活
動

〇
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
講
座

山
口
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
方
を

講
師
に
お
招
き
し
、23
名
の
参
加
者
で

「
最
近
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」の
演

題
で
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
や
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
事
例
か
ら
身
近
な
危
険
防

止
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
最
近

国
際
電
話
に
よ
る
う
そ
電
話
詐
欺
防

　

東
条
親
和
会
は
、「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ

い
・
さ
さ
え
あ
う
ま
ち
東
条
」の
合
言
葉

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
会
員
数
は
53
名
で
す
が
参

加
率
が
高
い
の
が
私
ど
も
東
条
親
和
会

の
自
慢
で
時
に
は
60
％
を
超
え
る
会
員

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
れ
も
自

治
会
・
民
生
委
員
・
福
祉
部
と
の
横
の
連

携
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、親
和
会
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
毎
月
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
、今
年
度
の
活
動
の

一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

〇
男
性
料
理
教
室

6
月
8
日
に
食
生
活
改
善
推
進
委
員

の
協
力
を
得
て
、男
性
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。参
加
者
24
名
が
慣
れ

な
い
包
丁
さ
ば
き
で
炊
き
込
み
ご
飯

や
副
菜
3
品
を
作
り
、皆
さ
ん
で
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
活
き
活
き
ね
ん
り
ん
大
運
動
会

10
月
10
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
運
動
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、楽

冨
田
　
正
和

冨
田
　
正
和

参
加
率
の
高
み
を
め
ざ
し
て
！

参
加
率
の
高
み
を
め
ざ
し
て
！

阿知須支部
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この頃に思うこと

山口支部　鋳銭司地区
� 德永　康子

　

令
和
6
年
9
月
19
日
、50

年
連
れ
添
っ
た
最
愛
の
夫
が

76
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。約

2
ヶ
月
の
入
院
生
活
で
あ
っ
と

い
う
間
の
出
来
事
に
思
わ
れ

ま
す
。そ
の
2
年
前
肺
癌
が
見

つ
か
り
宇
部
医
療
セ
ン
タ
ー

で
通
院
に
て
30
回
の
放
射
線

治
療
を
受
け
癌
は
小
さ
く
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、元
々
肺

気
腫
の
治
療
を
し
て
い
た
為

放
射
線
治
療
に
よ
り
肺
は
重

大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
様

で
す
。酸
素
ボ
ン
ベ
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
、行
動
が
著
し

く
制
限
さ
れ
て
本
人
も
辛
い

思
い
を
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

今
で
は
同
伴
し
て
宇
部
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
治
療
に
通
院

し
て
い
た
頃
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。葬
儀
に
は
沢
山

の
方
々
が
会
葬
に
来
て
下
さ

い
ま
し
た
。現
職
時
代「
仏
の

德
さ
ん
」と
言
わ
れ
、人
に
嫌

み
を
言
わ
な
い
素
直
で
真
面

目
な
性
格
、退
職
し
て
か
ら
は

お
寺
、お
宮
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

役
員
と
し
て
奉
仕
し
て
お
り

ま
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、お
ひ
と
り
様
に
な

り
ま
し
た
私
は
今
ま
で
夫
婦

喧
嘩
も
な
く（
夫
が
我
慢
し
て

い
た
の
か
し
ら
？
）夫
に
頼
り

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
さ
あ
大
変
我
家
の
切
り
盛

り
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
悩
む
日
々
が
続
き
ま
し

た
。友
人
か
ら
も
色
々
と
励
ま

し
の
言
葉
や
本
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
ん
な
に
落
ち
込
ん

で
い
て
は
い
け
な
い
な
、立
ち

直
っ
て
日
常
生
活
に
戻
り
今
後

の
自
分
の
人
生
を
ど
の
様
に

歩
も
う
か
と
思
案
し
、地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
本
を
借
り
読

み
ま
し
た
。和
田
秀
樹
著「
老

い
た
ら
好
き
に
生
き
る
」、養

老
孟
司
著「
な
る
よ
う
に
な

る
」、吉
本
ば
な
な
著「
幸
せ
へ

の
セ
ン
サ
ー
」な
ど
な
ど
。

　

や
は
り
歳
月
は
心
を
癒
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
は
楽
し
く
生

き
る
事
、心
身
共
に
健
康
で
あ

る
事（
快
眠
、快
食
、快
便
）（
規

則
正
し
い
生
活
）（
体
の
セ
ン

サ
ー
に
自
己
管
理
）を
心
掛
け

毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
励
ん

で
い
る
こ
の
頃
で
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
参
考
に

な
れ
ば
と
思
い
、樋
口
恵
子
著

「
老
い
の
上
機
嫌
、90
歳
笑
う

門
に
は
福
来
る
」よ
り

①�

楽
し
げ
に
生
き
る

②�

人
づ
き
あ
い
は
さ
っ
ぱ
り

と
！
人
間
関
係
は「
お
互
い

さ
ま
」

③�「
今
日
が
一
番
若
い
」の
精
神

で
、出
来
る
こ
と
は
お
っ
く

う
が
ら
ず
に
す
ぐ
に
や
ろ

う
！

④�

物
は
無
理
に
捨
て
な
い

⑤�

他
人
の
長
所
を
ほ
め
る　

「
実
る
程
頭
を
垂
れ
る
稲
穂

か
な
」

⑥�「
老
い
」を
ユ
ー
モ
ア
で
笑

い
と
ば
す　
　
　
　
　
　

「
老
母
は
一
日
に
し
て
な
ら

ず
」

⑦�

誰
か
の「
微
助
っ
人（
ビ
ス

ケ
ッ
ト
）」に
な
ろ
う　
　

「
老
い
て
な
お
我
も
な
り

た
や
微
助
っ
人（
ビ
ス
ケ
ッ

ト
）」
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7
年
前
上
東
福
寿
会
役
員

で「
孤
老
人
や
高
齢
者
夫
妻
の

日
々
の
生
活
が
大
変
だ
よ
」と
の

話
が
出
た
。ゴ
ミ
出
し
、買
物
、通

院
、庭
草
処
分
…
更
に
1
日
中

会
話
の
無
い
こ
と
に
よ
る
落
ち

込
み
等
々
。「
何
と
か
し
よ
う
」と

早
速
有
志
5
人
で「
手
伝
い
隊
」

を
発
足
。こ
の
5
人
は
強
い
信
頼

関
係
が
あ
り
、そ
れ
が
、当
隊
が

今
も
高
齢
の
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
っ
て
い
る
根
源
で
あ
る
。

　

発
足
当
時
、多
く
の
問
題
が

一
部
の
住
民
か
ら
追
及
さ
れ
た
。

「
送
迎
は
白
タ
ク
じ
ゃ
な
い
か
」

「
他
人
の
家
に
入
っ
て
い
い
の

か
」「
福
祉
関
係
者
に
任
せ
れ
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」「
5
人
で

た
も
の
と
自
負
す
る
。

　

発
足
後
4
年
経
過
し
た
頃
、他

地
区（
吉
敷
を
含
め
3
自
治
会
）

の
責
任
者
の
方
が「
手
伝
い
隊
の

運
営
方
法
を
参
考
に
し
た
い
」と

し
て
来
所
さ
れ
、話
し
合
い
を
実

施
し
た
。具
体
的
な
内
容
は
当
然

だ
が
最
も
力
を
い
れ
た
の
が「
メ

ン
バ
ー
の
結
束
」の
話
。発
足
が

福
寿
会
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
日
頃

か
ら
の
仲
間
づ
く
り
、生
き
が
い

づ
く
り
の
結
束
が
強
く
、隊
員
の

不
満（
嫌
々
や
る
）が
無
く
笑
顔

と
会
話
の
活
動
が
続
い
た
と
強

調
し
た
。

　

組
織
編
成
は
各
地
で
違
う
と

思
う
が
、私
が
こ
こ
で
言
い
た
い

の
は
、シ
ニ
ア
山
口
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
や
る
と
必
ず

上
手
く
い
く
と
い
う
思
い
で
あ

る
。

　
“
手
伝
い
隊
が
各
地
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
”シ
ニ
ア
の
皆

さ
ん
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
！

各地域に
「手伝い隊」を

山口支部　吉敷地区
� 齋藤　昭司

間
に
合
わ
な
い
仕
事
は
ど
う
す

る
ん
だ
」…
警
察
、市
役
所
、県
庁

等
に
相
談
し
指
導
を
受
け
少
し

ず
つ
解
決
し
て
い
っ
た
。住
民
の

認
識
度
が
高
ま
り
仕
事
量
が
増

大
し
て
き
た
が
、そ
れ
に
伴
い
人

数
や
費
用
が
不
足
し
活
動
が
に

ぶ
っ
て
き
た
。当
時
の
自
治
会
長

に
相
談
に
行
っ
た
所
、隊
員
と
費

用
の
後
押
し
を
約
束
し
て
く
れ

た
。感
涙
!!
更
に
隊
員
を
募
っ
た

所
多
く
の
参
加
が
あ
り
自
治
会

隊
員
を
含
め
20
人
の
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
た
。活
動
を
認
め
て
く
れ

地域の味方！ 頼れる「手伝い隊」 地域の味方！ 頼れる「手伝い隊」 
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こ
の
所
、連
日
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
囲
碁
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
見
て
い
る
。プ
ロ
の
棋
士
達

が
、激
し
い
攻
め
ぎ
あ
い
の
中

で
深
い
思
考
に
沈
み
こ
ん
で

い
る
姿
は
見
飽
き
な
い
。囲
碁

に
限
ら
ず
一
芸
に
秀
で
て
い
る

人
の
顔
は
美
し
い
。厳
し
さ
の

中
に
真
摯
な
気
魄
を
感
じ
さ

せ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　

烏う

ろ鷺
と
は
囲
碁
の
こ
と
で

あ
る
。ま
た
手し
ゅ
だ
ん談
と
も
呼
ば

れ
、古
来
囲
碁
に
は
い
ろ
ん
な

呼
称
が
あ
り
、そ
の
一
語
一
語
含

蓄
の
あ
る
も
の
だ
。

　

就
職
し
て
一
年
目
、先
輩
か

ら「
碁
ぐ
ら
い
や
ら
ん
に
ゃ
」

と
い
う
囲
碁
の
誘
い
を
受
け
、

す
ぐ
に
そ
の
魅
力
に
取
り
つ

か
れ
、も
は
や
六
十
年
も
続
い

て
い
る
。囲
碁
の
面
白
さ
は
、

白
と
黒
が
交
互
に
打
つ
と
い

う
最
も
単
純
な
ル
ー
ル
で
あ

り
な
が
ら
、非
常
に
複
雑
な
思

考
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。他
の
ゲ
ー
ム
に
比
べ
て

も
最
も
奥
の
深
さ
を
持
っ
て

い
て
、む
し
ろ
哲
学
的
な
魅
力

さ
え
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。囲
碁
を
最
初
に
教

わ
っ
た
先
輩
は
、優
し
さ
の
中

に
厳
し
さ
が
あ
っ
て
、手
加
減

な
く
い
つ
も
私
は
皆
殺
し
に

さ
れ
た
。し
か
し
、負
け
て
も

負
け
て
も
そ
の
面
白
さ
は
深

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

先
輩
の
棋
力
は
ほ
ぼ
一
定
で

四
級
ぐ
ら
い
の
力
で
あ
っ
た
。

私
が
十
三
級
か
ら
三
級
ま
で

上
る
の
に
長
く
か
か
り
、そ
れ

ま
で
ど
う
し
て
も
勝
つ
事
が

不
可
能
と
思
っ
て
い
た
先
輩

に
勝
て
た
時
は
、嬉
し
か
っ
た
。

先
輩
か
ら「
上
達
が
早
い
」と

誉
め
ら
れ
る
と
調
子
に
の
っ

た
。そ
の
後
、た
び
た
び
勝
つ

様
に
は
な
っ
て
も
、黒
石
ば
か

り
で
白
石
は
な
か
な
か
持
た

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。こ
の

期
間
は
も
っ
ぱ
ら
囲
碁
の
本

を
読
み
、対
局
で
力
を
つ
け
た

と
思
う
。追
い
つ
き
追
い
越
す

の
に
、一
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
私
の
碁
は
、力り

き
せ
ん戦

型
で
石
を
取
り
に
行
く
魅
力

に
取
り
つ
か
れ
て
喧
嘩
ば
や

く
、相
手
の
石
を
す
ぐ
取
り
に

行
っ
て
い
た
。弱
者
に
対
し
て

は
強
く
、強
者
に
か
か
っ
て
は

全
く
歯
が
た
た
ぬ
と
い
っ
た

あ
り
様
で
あ
っ
た
。喧
嘩
碁
で

あ
り
な
が
ら
、力
は
つ
い
て
い

な
い
の
で
あ
る
。三
級
か
ら
初

段
に
上
る
ま
で
、一
、二
年
は
か

か
っ
た
と
思
う
。囲
碁
は
盤
上

で
自
陣
の
地
を
ど
れ
ほ
ど
多

く
取
る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で

あ
る
。最
初
は
自
分
の
地
を

囲
う
こ
と
に
集
中
す
る
が
、

今
ま
で
の
思
考
方
法
を
変

え
な
け
れ
ば
上
達
し
な
い
。

自
陣
を
守
る
の
で
は
な
く
、

逆
に
自
陣
の
側
に
押
し
つ
け

て
、地
を
取
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
逆
転
の
思
考
は
多
く
の

対
局
と
、試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
や
っ
と
自
分
の
も
の
に

烏
う ろ

鷺の楽しみ

阿東支部
� 中嶋　宏司
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す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
た
、こ
の
時
期
に
、打
っ

て
も
打
っ
て
も
勝
て
な
く
な

る
ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
こ
と
が

多
い
。「
泣
き
」を
体
験
す
る
こ

と
に
も
な
る
。相
手
を
驚
か
そ

う
と
し
て
奇
を
て
ら
う
手
を

打
と
う
と
す
る
。し
か
し
一
流

棋
士
と
棋
譜
を
見
る
と
、一
手
一

手
が
平
凡
な
手
に
見
え
る
こ

と
が
あ
る
。平
凡
で
あ
り
な
が

ら
、理
に
か
な
っ
た
石
を
打
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
自
身
は
、こ
の
様
な
時
で

も
相
手
の
石
を
取
り
に
行
く

魅
力
に
勝
て
ず
、同
じ
様
に
腰

砕
け
の
碁
を
打
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

そ
の
後
、転
勤
な
ど
も
あ

り
、碁
を
打
つ
機
会
も
少
な

く
な
り
、な
か
な
か
上
達
し

な
か
っ
た
。ま
た
あ
る
時
か

ら
高
校
生
の
碁
を
見
る
こ
と

が
あ
っ
た
が
、私
達
が
十
年
か

か
っ
た
事
を
、彼
等
は
二
、三
年

で
や
っ
て
し
ま
う
。若
者
の
す

ば
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
頭

の
柔
軟
性
に
、楽
し
み
と
羨
望

を
感
じ
た
り
し
た
。

　

そ
の
後
、初
段
か
ら
、二
〜

五
段
ま
で
、盤
上
の
辺
ば
か
り

こ
だ
わ
っ
て
い
た
が
、石
が
辺

か
ら
中
央
に
向
か
い
、部
分
か

ら
全
体
へ
と
視
点
が
広
が
っ
て

い
く
よ
う
に
な
り
、布
石
、手

筋
な
ど
囲
碁
の
奥
の
深
さ
を

知
り
、碁
の
持
つ
面
白
さ
も
多

面
的
な
要
素
を
理
解
す
る
様

に
な
っ
た
。

　

こ
の
様
に
囲
碁
は
趣
味
と

し
て
非
常
に
楽
し
い
面
を

持
っ
て
い
る
。手
談
と
も
呼
ば

れ
、相
互
の
石
を
通
し
て
相

手
と
話
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。二
人
で
知
的
要
素
を
も
っ

た
遊
び
の
囲
碁
は
、退
職
者
に

と
っ
て
は
最
適
な
ゲ
ー
ム
と

思
わ
れ
る
。

　

最
先
端「
ＡＩ
」の
出
現
に
囲

碁
も
益
々
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い

る
。ま
だ
、わ
か
ら
な
い
所
が

あ
り
人
間
の
方
が
上
回
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

囲
碁
を
知
ら
な
い
人
も
是

非
、今
か
ら
始
め
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
歳
に
な
っ
て
も
、心
の

安
定
、平
常
心
を
も
つ
事
の
難

し
さ
を
対
局
す
る
た
び
に
味

わ
う
。し
か
し
、対
局
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、囲
碁
の
も
つ
深

淵
な
思
考
の
世
界
を
垣
間
見

せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
け
は
間

違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　囲碁は単純に石を置いて陣取りを競うだけで
はありません。相手の石に働きかける「ツケ」
や「切り」などを組み合わせて自分の勢力圏を
有利にしたり、相手の次の一手
の行く先を読み、全体の構想（布
石）を立てながら盤面を組み立
てていくことが重要となります。

【戦略型頭脳ゲーム】

囲碁って面白い！囲碁って面白い！
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私たちは山口市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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　「シニア山口だより」（第41号）に掲載する原稿をお待ちしています。俳句・短歌・
川柳をはじめ、単位クラブ活動紹介、日々の随想や旅行記等 (800字程度 )を募集中！
　皆さんの生きがいを、ぜひ紙面で披露してください。
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　原稿には題名・氏名・電話番号・支部名 (地区老連名 )を明記の上、シニア山口
事務局まで郵送又はメール（shiniayamaguchi@gmail.com）でお送りください。
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